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様式第１号（第５条関係）

子どものための教育・保育給付支給認定申請書【記入例】

津山市長 殿 申請日 令和 年 月 日

申込者(保護者)居住地 津山市山北５２０番地

氏名 津山 太助 ㊞つ や ま た すけ

子ども・子育て支援法第２０条第 1項の規定により，次のとおり子どものための教育・保育給付を受ける資格を有すること等の認定を申請します。
なお，利用者負担額の決定に当たり，貴職が必要と認める場合は，私の世帯に関する事項について，貴職の公簿を確認すること及び貴職が各関係

機関に照会し情報の提供を受けることに同意します。

世帯の状況（同居の世帯員）※生計を一にする別世帯の兄又は姉がいる場合も記入してください。

保育必要量の区分認定に係る希望（特別な事情により、例外的な認定を希望する場合に記入してください。）

・保育標準時間認定を希望する方は、○印を記入してください。

・保育短時間認定を希望する方は、○印を記入してください。

※市記入欄

申請子ども

氏名

(ふりがな) つやま

津山 いちご
男
・
女

生年月日 平成 ２７年 １月 ２日

令和２年 4月 1日現在の年齢 ５歳

申請子ども

居住地

〒708-8501

津山市山北５２０番地

保護者との

続柄
子

保護者連絡先 電話番号 自宅 0868-12-3456 携帯(父) 090-123-4567 携帯(母) 090-765-4321

保育の希望の

有無

有
保護者の労働，又は疾病等の理由により，保育所等において保育の利用を希望する場合（幼

稚園等と併願の場合を含む。） ☑３歳以上（２号）□３歳未満（３号）

無 幼稚園等の利用を希望する場合（保育所等と併願の場合を除く。） □３歳以上（１号）

家庭での保育

が困難な理由

（2号・3号該当
の場合記入）

父
☑ 就労 □ 保護者の疾病・障害 □ 同居親族の介(看)護
□ 災害復旧 □ 求職活動 □ 就学 □ その他（ ）

母
☑ 就労 □ 妊娠・出産 □ 保護者の疾病・障害 □ 同居親族の介(看)護
□ 災害復旧 □ 求職活動 □ 就学 □ その他（ ）

申
請
子
ど
も
の
世
帯
員

（ふりがな）

氏 名
申請子ども

との続柄
性別 生年月日 職業・学校名等

備 考

(別居の場合は住所を記入してください)

津山 太助
つ や ま た すけ

父
昭和 平成

６２年 5月 6日

津山市役所

事務

津山 エコ姫
つ や ま え こ ひめ

母
昭和 平成

2年 7月 8日
◇◇保育園

津山 くろまる
つ や ま

兄 男・女
大正 昭和 平成 令和

２０年 3月 4日
○○小学校

津山 太郎
つ や ま た ろ う

祖父 男・女
大正 昭和 平成 令和

３８年 9月 10日
☆☆株式会社

津山 花子
つ や ま は な こ

姉 男・女
大正 昭和 平成 令和

1１年 ５月 3日
△△大学

○○市○○12-23
○○寮

男・女
大正 昭和 平成

年 月 日

母子・父子世帯 該当・非該当 在宅障害者 有・無 生活保護受給 有・無

記入欄 該 当 事 由

○
1か月の就労時間が１２０時間未満であるが、保育標準時間認定を希望する。
理由（①のため ）

保育短時間認定を希望する。

認 定 の 可 否 認 定 証 番 号 認 定 区 分

可 ・ 否 否とする理由 □1号 □2号 □3号 (□標準□短時間)
支 給 の 可 否 支 給 期 間

可 ・ 否 否とする理由 自：令和 年 月 日 至：令和 年 月 日



【記入についての注意事項】

この申請書は、保護者が次の点に注意し記入のうえ、市役所こども保育課、各支所市民

生活課、利用希望の施設に提出してください。なお、その家庭から２人以上の子どもにつ

いて同時に申請する場合は、児童１人につき１枚の用紙を用いてください。また、貼付書

類は、裏面貼付欄に原本をのり付けしてください。（※複数人同時に申請する場合は、コピ

ー可。ただし１人分は必ず原本提出。）

➊ 申請日、申込者(保護者)氏名を記入し、押印してください。

保護者氏名は、父母のうち家計維持主体者となる方を記入してください。

➋ 子どもの氏名、性別、生年月日、令和２.4.1 現在の年齢、保護者から見た続柄、

子どもの住所、保護者の連絡先(携帯電話含む)を記入してください。

➌ 保育の希望の有無について、有の場合は、3歳以上・3歳未満いずれかに☑を記入

してください。

➍ 家庭での保育が困難な理由の該当箇所に☑を記入してください。

➎ 子どもの世帯員は、住民票上において別世帯であっても、同一地番に住所がある方に

ついて全員の記入が必要です。また、生計を一にする別世帯の兄又は姉がいる場合も

記入が必要です。続柄は、子どもから見た続柄を記入してください。

職業・学校名等の欄は、

・自営業の方は業種を記入してください。

・内職の方は、主たる発注元を記入してください。

・現在無職の方は、「無職」と記入してください。

・子どもについては、施設名または、学校名を記入してください。

※令和２年度入学予定の子どもについては、入学予定学校名を記入してください。

※未就園の乳幼児については空欄でかまいません。

➏ 該当箇所に〇を記入してください。

➐ 勤務形態が以下の①～④の事由に該当する方については、保育標準時間で認定できる

場合があります。

①１ヶ月の就労時間が１２０時間に満たないが、１日の就労時間が８時間を超える

勤務を常態としている場合。

②１日の就労時間は８時間未満であるが、勤務時間帯が保育短時間認定に係る利用

時間帯（8：30～16：30）を超える勤務を常態としている場合。

③シフト制勤務のため、勤務時間帯がまちまちであるが、主としている勤務時間の

うち最も早い勤務開始時刻と最も遅い勤務終了時刻との差が８時間以上ある場合。

④１ヶ月の就労時間が１２０時間に満たないが、往復の通勤時間を含め１ヶ月の就

労時間を計算すると１２０時間を超える場合。


